
運搬時は傘のように折りたたむ。 中央の部材が上にスライドし、開く。 開いた先を地面に固定することで空間を密閉する。

エアロック
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アーチ型エアチューブ（φ2500mm）

空気膜構造

エアチューブによって傘の周辺を立ち上げ、

膨らんだ形状を維持する。

内外の空気圧の差を利用し、屋根となる膜材を

押し広げる。
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雨を家の上部で受け、生活用水として活用。

壁面は膜材で構成。

上部にはステンレス製漏斗を設置。
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居住区畜舎

『雨を降らせる』

地下深くにある湖から水を吸い上げ、ケーブル沿い

に設置したパイプから水を噴射。雨を降らせる。晴

れの日には外へ出て、雨の日には家で過ごす、人間

が地球上で生活する際のリズムに近づき、密閉空間

での生活に対するストレスを削減する。

炭素繊維複合材撚り線ケーブル（φ100mm）

ETFEフィルム膜（0.5mm）

水供給用パイプ

内側からタイでケーブルと膜とを接続

設置時の変形

断面図 ( s = 1 / 5 0 0 )

断面図 ( s = 1 / 5 0 0 )

住戸断面 ( s = 1 / 2 5 0 )

配置図 ( s = 1 / 1 5 0 0 )

立面図 ( s = 1 / 1 0 0 0 )
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居住区 農園 エアチューブ・ユニット連結部

ユニット連結部

アーチ型エアチューブ同士を連結し、

人々のユニット間の移動を可能に。

『火星での生活』

地球上の生命体の源であり、人類が生命を維持するうえで欠かせない水。

2018 年、火星の南極の地下 1500mの位置に、液体の水が大量に存在する層が発見された。

その水を活用できれば、将来的に人類が火星へ移住することも可能であろう。

そこで私たちは、水を利用し火星での生活を豊かにする方法を考えた。
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